
1. らくプリは簡単3STEP
用紙を選ぶ、編集する、印刷する、の3STEP

2. らくプリの準備
Windows編 ダウンロード～インストール 起動まで
macOS編 ダウンロード～インストール 起動まで
補助ソフトウェアのダウンロード～インストールまで
アンインストール

3. 画面の説明
スタート画面
用紙検索画面
レイアウト画面
編集画面:全体
編集画面：各ボタンの説明
編集画面：オブジェクトリスト

4. オブジェクトの挿入･編集
文字の挿入・編集
画像の挿入・編集
背景の挿入・編集
テンプレートの挿入・編集
図形の挿入・編集
バーコードの挿入・編集

5. 基本的なコマンド
進む・戻る
オブジェクトを削除する・切り取り・コピー・貼り付け
オブジェクトの複数選択・全選択
オブジェクトの移動・整列・順序の変更・グループ化・ロック
オブジェクトに名前をつける・オブジェクトリストで管理する

6. ラベルのコピー・展開・削除
ラベルのコピー・展開・削除
全体デザイン・個別デザイン
ページを追加する

7. 保存・印刷・PDF
保存・開く
印刷の設定
両面印刷の方法
PDF出力
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8. 差し込み印刷の方法
差し込み印刷の流れ

9. 最新情報の更新する
用紙情報を更新する
素材情報を更新する

10. インストールエラー対処法
インストールエラー対処法
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「らくちんプリント3.0」は、大きくわけて、用紙を選ぶ、編集する、印刷する、の3STEPで構成されています。使いか
たはとても簡単です。

らくちんプリント3.0のオープニング画面で
す。［新規作成］をクリックすると用紙選択
画面に移ります。型番検索やカテゴリボタン
をクリックして制作したい用紙を選ぶことが
できます。

ソフトをダウンロードします。ダウンロードが完
了した後、インストールし、起動してください。

ダウンロード版はこちら

ウェブ版を起動してください。

ウェブ版はこちら

1. らくプリは簡単3STEP

用紙を選ぶ、編集する、印刷する、の3STEP

※WEBマニュアルよりアクセスください。（https://www.elecom.co.jp/rakupuri/manual/p01.html）

※※

らくプリは簡単３ステップ-１



用紙を決定すると、それぞれの用紙に対応し
たレイアウト画面がひらきます。レイアウト
画面ではラベルのコピーや削除が行えます。
編集画面では文字や画像を配置するなど自由
にラベルの内容を編集することができます。

印刷するデザインが決定したら、印刷ボタン
をクリックします。
仕上がりイメージの画面があらわれますの
で、ここで最終チェックをしてください。問
題がなければ、［印刷する］をクリックして
完成です。

らくプリは簡単３ステップ-2



ダウンロード版を使用するには、2種類のソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。

本体ソフトウェア トップページからダウンロードできます。

補助ソフトウェア 補助ソフトウェア専用のダウンロードページからダウンロードします。
補助ソフトウェアをインストールすると、次の操作ができるようになりま
す。
・印刷の際に用紙サイズなどの情報を適切に送信し、プリンタードライ
バーで再設定する項目を減らすことができます。
・編集ファイルの保存の際に保存フォルダーを指定できます。
※補助ソフトウェアのダウンロード方法は（らくプリの準備-7）を御覧ください。

※macOSでのダウンロード方法は（らくプリの準備-3）を御覧ください。

本体ソフトウェアのダウンロード

らくちんプリントトップページを表示します。
（https://www.elecom.co.jp/rakupuri/）

［Windowsパソコン用ダウンロード版］をクリックします。

2. らくプリの準備

Windows編 ダウンロード～インストール 起動まで

ダウンロードされたアイコンを
ダブルクリックします。

らくプリの準備-１



［インストール］をクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示される場合は、［はい］をクリックします。

インストールが完了したら、［OK］をクリックします。

「らくちんプリント3.0」のアプリケーションが起動します。

続いて、印刷や保存がスムーズに行える補助ソフトのインストールを行います。
（らくプリの準備-7）

らくプリの準備-2



らくプリの準備-3

2. らくプリの準備
macOS編 ダウンロード～インストール 起動まで

ダウンロード版を使用するには、2種類のソフトウェアをダウンロードしてインストールする必要があります。

本体ソフトウェア トップページからダウンロードできます。

補助ソフトウェア 補助ソフトウェア専用のダウンロードページからダウンロードします。
補助ソフトウェアをインストールすると、次の操作ができるようになりま
す。
・印刷の際に用紙サイズなどの情報を適切に送信し、プリンタードライ
バーで再設定する項目を減らすことができます。
・編集ファイルの保存の際に保存フォルダーを指定できます。
※補助ソフトウェアのダウンロード方法は を御覧ください。

Windowsでのダウンロード方法は を御覧ください。

本体ソフトウェアのダウンロード
※ダウンロードの手順や格納フォルダーはブラウザによって異なります。

［macOSパソコン用ダウンロード版］をクリックします。

（らくプリの準備-7）

（らくプリの準備-１）

らくちんプリントトップページを表示します。
（https://www.elecom.co.jp/rakupuri/）



［続ける］をクリックします。

［続ける］をクリックします。

らくプリの準備-4

ダウンロードされたアイコンをダブルクリックします。



管理者のユーザー名とパスワードを入力して、 ］ルートスンイをアェウトフソ［ 
をクリックします。

インストールが完了したら、［閉じる］をクリックします。

らくプリの準備-5

［インストール］をクリックします。



インストーラーをゴミ箱に入れるときは、 。すましクッリクを］るれ入に箱ミゴ［ 

ファインダーから［アプリケーション］フォルダを開き、「らくちんプリント3.0」
のアイコンをクリックすると、「らくちんプリント3.0」のアプリケーションが起動しま
す。

続いて、印刷や保存がスムーズに行える補助ソフトのインストールを行います。

らくプリの準備-6

（らくプリの準備-7）



らくプリの準備-7

補助ソフトウェアのダウンロード
Windows

補助ソフトウェアのダウンロード
macOS

Windows

ダウンロードされたアイコンを

ダブルクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示される

。すましクッリクを］いは［、は合場

macOS

ダウンロードされたアイコンを

ダブルクリックします。

［続ける］をクリックします。

2. らくプリの準備
補助ソフトウェアのダウンロード～インストールまで

補助ソフトウェアとは

補助ソフトウェアをインストールすると、次の操作ができるようになります。
・印刷の際に用紙サイズなどの情報を適切に送信し、プリンタードライバーで再設定する項目を減らすことができ
ます。
・編集ファイルの保存の際に保存フォルダーを指定できます。

らくちんプリント3.0を使用するにあたり、印刷や保存がとてもスムーズになりますのでインストールをお勧めいた
します。

補助ソフトウェアのダウンロード
※ダウンロードの手順や格納フォルダーはブラウザによって異なります。

上記のダウンロードボタンをクリックすると、補助ソフトウェアのダウンロードが始まります。

※WEBマニュアルよりアクセスください。（https://www.elecom.co.jp/rakupuri/software.html）

※ ※



［インストール］をクリックします。

を］了完［、らたし了完がルートスンイ

クリックします。

※最初に印刷手順を行う際にも、補助ソフトウェアの
ダウンロード画面へのリンクが表示されます。
※Safari版に補助ソフトウェアはありません。

［続ける］をクリックします。

［インストール］をクリックします。

管理者のユーザー名とパスワードを入力して、

［ソフトウェアをインストール］をクリックします。

インストールが完了したら、

［閉じる］をクリックします。

インストーラーをゴミ箱に入れるときは、

［ゴミ箱に入れる］をクリックします。

らくプリの準備-8

［次へ］をクリックします。



らくプリの準備-9

2. らくプリの準備
アンインストール

アンインストールは、インストールの反対の作業で「エレコムらくちんプリント3.0」を HDD から削除したいときに
行う作業です。

Windows10の場合：
1.タスクバーからウインドウズのアイコンをクリックし、一覧から［Windowsシステムツール］を選択し、続いて［コ
ントロールパネル］から［プログラムのアンインストール］を選択します。

2.［らくちんプリント3］を右クリックし、［アンインストール］を選択します。



4.［アンインストール］をクリックします。

5.アンインストールが完了したら、［OK］をクリックします。

3.［ユーザーアカウント制御］画面が表示される場合は、［はい］をクリックします。

らくプリの準備-10



2.［らくちんプリント3.0］をゴミ箱に入れます。

macOSの場合：
1.ファインダーから［アプリケーション］フォルダを開きます。

らくプリの準備-11



3.画面の説明
スタート画面

1 新規作成 新しく作成を始めます。押すと用紙選択画面が開きます。

2 ファイルを開く 作成済みのファイルを開きます。

3 Webマニュアル Webマニュアルページをブラウザで開きます。

4 よくある質問 皆様からお問い合わせの多い内容をまとめています。

5 終了 らくちんプリント3.0のソフトウェアを終了します。

画面の説明-1



画面の説明-2

3. 画面の説明
用紙検索画面

お手元の用紙を選択して設定します。

1 文字入力欄と検索ボタン お手元の用紙の型番を入力し、検索ボタンをクリックします。用途やお探
しナンバーでも検索できます。

2 カテゴリ一覧 用紙をカテゴリから検索できます。

3 用紙リスト 選択したカテゴリの用紙リストまたは検索した用紙型番を表示します。

4 用紙選択メニュー 用紙リストに表示する用紙のサイズを選択します。

5  ［ データ更新］ 新型番など目的の型番が見つからない場合、データを更新します。
※ブラウザ版では常に最新の情報が表示されますので、上記の操作は必要
ありません。

6 製品ページ 選択した用紙の製品ホームページをブラウザで表示します。

7 用紙プレビューエリア 選択した用紙のプレビューと製品情報を表示します。

8 操作説明 用紙検索画面の説明を表示します。

9 最近使用した用紙 最近使用した用紙が表示されます。

10［ この用紙で作成スター
ト］

選択した用紙のレイアウト画面に切り替わります。

11  ［ キャンセルして戻る］ 選択操作を取り消して、トップ画面または編集画面に戻ります。



画面の説明-3

（画面の説明-4）

3. 画面の説明
レイアウト画面

用紙のレイアウトを設定します。

1 タブバー 画面の種類や用紙の切り替えなどを行います。
タブバー››

2 コピー＆ペースト ［コピー］選択中のラベル内容をコピーします。

［ペースト］コピーしたラベル内容を貼り付けます。

3  選択中のラベルをまとめて貼
り付け

［縦1列］選択中のラベル内容を縦1列に貼り付けます。

［横1列］選択中のラベル内容を横1列に貼り付けます。

［用紙全体］選択中のラベル内容を全体に貼り付けます。

4 ラベルを削除 ［選択ラベル］選択中のラベルを削除します。

［全ラベル］用紙の全ラベルを削除します。

5 ページの追加＆削除 ［ページ追加］ページを新規に追加します。新規ページは、
現在のページの後ろに追加されます。

［ページ削除］現在表示されているページを削除します。

6 ひとつ戻す/ひとつ進むボタン 戻るボタンをクリックすると、一つ前の作業に戻ります。
進むボタンをクリックすると、戻った作業をひとつ先に進めます。



薄い緑色のラベルが選択中のラベルです。

8 保存ボタン 編集したファイルを保存します。

9 印刷ボタン 印刷設定画面に移動します。

10［ このラベルで編集ス
タート]

選択したラベルの編集画面に移動します。

11 表示方向ボタン 用紙の向きを変更します。

12 容量ボタン 現在作成中の編集データが使用しているRAMの容量を表示します。 印刷
画面で画像などを間引く（削除する）警告が表示された場合は、このボタ
ンで容量を確認しながら作業します。

13 ページ選択ボタン 複数のページを編集している場合、前後のページに移動します。

14 サイズ表示／ズームボタン 編集用紙／ラベルの表示を拡大・縮小できます。
ズームボタンの下に現在のサイズが表示されます。
サイズ表示／ズームボタン››

タブバー

1 画面選択タブ レイアウト画面、編集画面、差し込み画面を切り替えます。

2 編集切り替えタブ 同時に複数の用紙が編集可能です。タブを選択すると編集用紙が切り替え
られます。未使用タブをクリックすると、新規の用紙選択画面が表示され
ます。

3  バージョン情報ボタン らくちんプリント3.0のバージョン情報を表示します。

4 ヘルプボタン らくちんプリント3.0のヘルプサイトをブラウザで開きます。

5 用紙切り替えボタン 用紙検索画面に戻り、現在編集中の用紙から別の用紙に切り替えることが
できます。 変更する用紙によっては編集情報を引き継ぐことができませ
ん。

6 閉じるボタン らくちんプリント3.0のソフトウェアを終了します。

画面の説明-4

（画面の説明-5）

7 レイアウトエリア 編集したいラベルをクリックして選択します。



1 ズームバー バーのスライドで画面表示サイズを変更できます。

2 サイズ表示 キャンバスのサイズを表示します。▲／▼をクリックして画面表示サイズ
を変更できます。

画面の説明-5

サイズ表示／ズームボタン



オブジェクト操作バー››（画面の説明-8）

ラベルに印刷する内容を入力、編集します。

1 タブバー 画面の種類や用紙の切り替えなどを行います。

2 編集項目選択ボタン 編集項目（文字、画像、図形、コード）を選択します。

3 オブジェクト作成エリア オブジェクトの挿入・編集を行うことができます。

4 ひとつ戻す／ひとつ進むボタ
ン

戻るボタンをクリックすると、一つ前の作業に戻ります。
進むボタンをクリックすると、戻った作業をひとつ先に進めます。

5  オブジェクト操作バー オブジェクトの移動、コピー、整列などの操作ができます。

6 保存ボタン 編集したファイルを保存します。

7 印刷ボタン 印刷設定画面に移動します。

8 キャンバス ラベルのデザインを編集するエリアです。

9［ レイアウト画面へ戻る］ 編集内容を反映したレイアウト画面に切り替わります。

10 オブジェクト変形エリア オブジェクトの位置、幅、傾きを数値で指定します。固定ボタンをクリッ
クすると、選択したオブジェクトの縦横比率が固定されます。

3. 画面の説明

編集画面：全体

画面の説明-6

タブバー››（画面の説明-4）



12  高解像度チェックボックス チェックした状態で画像を挿入すると、画像の解像度を実際に近い状態で
挿入します。 印刷した場合は綺麗に印字できますが、たくさん画像を挿入
するとソフトの動きが重たくなる可能性があります。

13  ラベル枠チェックボックス チェックすると、ラベルの枠線が表示されます。

14  容量ボタン 現在作成中の編集データが使用しているRAMの容量を表示します。 印刷
画面で画像などを間引く（削除する）警告が表示された場合は、このボタ
ンで容量を確認しながら作業します。

15  サイズ表示／ズームボタン 編集用紙／ラベルの表示を拡大・縮小できます。ズームボタンの下に現在
のサイズが表示されます。

16  オブジェクトリストボタン オブジェクト作成エリアに、作成済みオブジェクトのリストを表示しま
す。

画面の説明-7

11  表示方向ボタン ラベルの向きを変更します。

サイズ表示／ズームボタン››（画面の説明-5）

オブジェクトリスト››（画面の説明-9）



画面の説明-8

3. 画面の説明
編集画面：各ボタンの説明

オブジェクト操作バー

1 削除ボタン 選択したオブジェクトを削除します。

2 切り取りボタン 選択したオブジェクトを切り取ります。

3 コピーボタン 選択したオブジェクトをコピーします。

4 貼り付けボタン コピーまたは切り取りしたオブジェクトを貼り付けます。

5 全選択ボタン 配置されているすべてのオブジェクトを選択します

6 整列ボタン 選択したオブジェクトの左右上下など位置を揃えます。

7 順序ボタン 選択したオブジェクトの重ね順を変更します。

8 グループボタン 選択したオブジェクトをまとめて移動したりサイズ調整したりできるよう
グループ化します。もう一度押すとグループを解除できます。

9 ロックボタン 選択したオブジェクトを移動／編集できない状態にします。

10 表示切り替えボタン オブジェクト操作バーの縦表示／横表示を切り替えます。



オブジェクトリストでは、キャンバスに配置されているオブジェクトが一覧で表示されます。各オブジェクトはドラッ
グ＆ドロップをして重ね順を変更できます。 また、ロックや印刷対象の選択などが一覧で編集・管理できます。

1 オブジェクトリスト キャンバスに配置されているオブジェクトが一覧で表示されます。
各オブジェクトはドラッグ＆ドロップをして重ね順を変更できます

2 ロックアイコン オブジェクトをロックするかどうかを選択できます。
ロックされていると白色で表示されます。

3 印刷対象アイコン オブジェクトを印刷対象にするかどうかを選択できます。
印刷対象となっている場合、白色で表示されます。

4 削除ボタン 選択したオブジェクトを削除します。

3. 画面の説明
編集画面：オブジェクトリスト

画面の説明-9



5 整列ボタン 選択したオブジェクトの左右上下など位置を揃えます。

6 重なり順ボタン 選択したオブジェクトの重ね順を変更します。

7 グループボタン 選択したオブジェクトをまとめて移動したりサイズ調整したりできるよう
グループ化します。

8 ロックボタン 全オブジェクトをまとめてロックするかどうか選択できます。

9 印刷ボタン 全オブジェクトをまとめて印刷対象にするかどうか選択できます。

画面の説明-10



オブジェクトの挿入・編集-1

4. オブジェクトの挿入・編集
文字の挿入・編集

1.キャンバスに文字を追加しよう

編集画面の文字ボタンをクリックすると、キャンバスに表示されたラベル面に文字が新しく追加されます。

2.文字の内容変更しよう

「文字入力」と表示されている部分をダブルクリックすると文字が変更できます。または、左上の文章入力エリアを
クリックして文字を変更することができます。ここでは「らくちんプリント」と入力しました。キャンバスの文字も「らく
ちんプリント」に変更されました。

［、は合場いたし加追をトクェジブオ字文 テキストを追加する］をクリックします。



3.文字のデザインを編集してみよう

オブジェクトの挿入・編集-2

1 テキストを追加する 文字オブジェクトを追加します。

2 文章入力エリア この位置にカーソルを置いて文字を入力し
ます。

3 フォント フォントの種類が選択できます。お客様の
パソコンに入っているすべてのフォントが
選択できます。

4 サイズ 文字の大きさが変更できます。

5 フォントスタイル 太字、斜体、下線、打消し線が選択できま
す。

6 字間/行間 文字の左右間隔と行の間隔が指定できま
す。

7 文字色 文字の色が選択できます。
単色またはグラデーションから選択しま
す。
単色：カラーパレット››

グラデーション：グラデーションパレット››

8 段落 縦書き（下揃え、中央揃え、上揃え、均等
配置）、横書き（左揃え、中央揃え、右揃
え、均等配置）を選択します。

9 影 影の設定（色、幅、方向）が選択できま
す。
影の設定››

10 縁取り 文字オブジェクトの縁取り色と、縁取り線
の幅が選択できます。色はグラデーション
にすることも可能です。

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-5）



11 回転 文字を指定した角度に回転します。

12 文字列自動折り返し チェックを入れるとスケール枠を変更した
場合に、自動的に文字を折り返します。

13 文字スケール 文字オブジェクトをスケール（枠）に合わ
せてサイズ変更できるようになります。

14 文字変形 文字オブジェクトの変形パターンが選択で
きます。

15 変形度 文字変形 で選択した変形の度合いが設定
できます。［リセット］をクリックする
と、変形前に戻ります。

16 透明度 文字オブジェクトの透明度が指定できま
す。数値が上がるほど透明に近づきます。

17 オブジェクト名 文字オブジェクトに任意の名前をつけるこ
とができます。

18 印刷しない 文字オブジェクトを印刷しないように設定
します。

19 ロック 文字オブジェクトの移動/編集ができない
状態にします。
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カラーパレット
オブジェクトの単色は、カラーパレットで設定します。

1. カラーパレットにあらかじめ用意されている色の中から設定したい色をクリックします。
「指定色」に選択した色が表示されます。
・R/G/Bバーをドラッグして、パレットにない色を指定することもできます。

［ .2  決定］をクリックします。
選択したオブジェクトに指定した色が設定されます。

グラデーションパレット
オブジェクトのグラデーションは、グラデーションパレットで設定します。

オブジェクトの挿入・編集-4

（オブジェクトの挿入・編集-4）

1. グラデーションの方向を選択します。
2. グラデーションのパターンをあらかじめ用意されている中から選択します。
3. グラデーションの色数を選択します。

（。すまし定設を色けだ数だん選で数色のンョシーデラグ .4 カラーパレット››）
・グラデーションをやめる場合は、
［.5  決定］をクリックします。



影の設定
オブジェクトの影は、影の設定画面で設定します。

（。すまし定設を色の影 .1 カラーパレット››）
2. 影の幅を選択します。
3. 影の方向を選択します。

。すまし択選を」0「で」幅「、はにるめやを影・
［ .4  決定］をクリックします。
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（オブジェクトの挿入・編集-4）
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4. オブジェクトの挿入・編集
画像の挿入・編集

キャンバスに画像を配置しよう
画像を挿入するには、次の3とおりの方法があります。
・画像素材から選んで挿入する
・型番専用の画像素材から選んで挿入する
・パソコンに保存された画像を読み込んで挿入する

画像素材から選んで挿入する
。すましクッリクを］材素像画［―］像画［、しクッリクをンタボ像画の面画集編 .1

キャンバスに「画像素材」画面が表示されます。



型番専用の画像素材から選んで挿入する
。すましクッリクを］材素像画用専番型［―］像画［、しクッリクをンタボ像画の面画集編 .1

キャンバスに「型番専用画像素材」画面が表示されます。

2. 配置したい素材をクリックします。クリックすると選択状態となり、
もう一度クリックすると選択を解除します。
［ 選択した素材を配置］をクリックすると、キャンバスに配置されます。
・複数の素材を選択することもできます。

［、はにるす除解を択選・ 選択を解除］ボタンをクリックします。
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パソコンに保存された画像を読み込んで挿入する
1. 編集画面の画像ボタンをクリックし、［画像］―［PCから読み込み］をクリックします。

2. 配置したい素材をクリックします。クリックすると選択状態となり、
もう一度クリックすると選択を解除します。
［ 選択した素材を配置］をクリックすると、キャンバスに配置されます。
・複数の素材を選択することもできます。

［、はにるす除解を択選・ 選択を解除］ボタンをクリックします。
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4. オブジェクトの挿入・編集
背景画像の挿入・編集

背景画像を挿入するには、次の2とおりの方法があります。
・型番専用背景素材から選んで挿入する
・パソコンに保存された背景画像を読み込んで挿入する

型番専用背景素材から選んで挿入する
。すましクッリクを］材素景背用専番型［―］景背［、しクッリクをンタボ像画の面画集編 .1

キャンバスに「型番専用背景素材」画面が表示されます。



パソコンに保存された背景画像を読み込んで挿入する。
1. 編集画面の画像ボタンをクリックし、 ［―］像画［ PCから読み込み］をクリックします。

2. 配置したい背景素材をクリックします。
［ 決定］をクリックすると、キャンバスに配置されます。
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4. オブジェクトの挿入・編集
テンプレートの挿入・編集

テンプレートの挿入・編集
※テンプレートはご用意が無い型番もございます。

1. 編集画面の画像ボタンをクリックし,［テンプレート］をクリックします。
キャンバスに「テンプレート選択」画面が表示されます。

2. 配置したいテンプレートをクリックします。 ［ 決定］をクリックすると、
キャンバスに配置されます。



オブジェクトの挿入・編集-12

4. オブジェクトの挿入・編集
図形の挿入・編集

図形編集画面では、6種類の図形（円/四角/多角形/直線/曲線/手書き図形）が挿入できます。

円/四角を挿入する
。すましクッリクを］角四［/］円［―］形図［の面画集編 .1

キャンバスに初期設定の円/四角が配置されます。



1 図形を追加する 図形オブジェクトが追加できます。

2 色 線の色が選択できます。
単色またはグラデーションから選択しま
す。
単色：カラーパレット››

グラデーション：グラデーションパレット››

3 枠線 オブジェクトの枠線色、太さ、線種が設定
できます。
枠線の設定››

4 影 影の色、幅、方向が設定できます。
影の設定››

5 回転 オブジェクトを指定した角度に回転しま
す。

6 透明度 オブジェクトの透明度が指定できます。数
値が上がるほど透明に近づきます。

7 オブジェクト名 オブジェクトに任意の名前をつけることが
できます。

8 ロック オブジェクトの移動/編集ができない状態に
します。

9 印刷しない オブジェクトを印刷しないように設定しま
す。

10 縦横比固定 オブジェクトのサイズを変更するときに、
縦横比を固定するかどうかを選択します。

枠線の設定
1. 枠線の色が設定できます。単色またはグラデーションから選べます。
（カラーパレット››） （ グラデーションパレット››）
2. 枠線の太さを選択します。
3. 枠線の線種を選択します。
・枠線をやめるには、太さで 0 を選択します。
［.4  決定］をクリックします。
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（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-4） （オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-5）

（オブジェクトの挿入・編集-13）

2. 円/四角オブジェクトをクリックし、デザインを編集します。



多角形を挿入する
1. 編集画面の［図形］―［多角形］をクリックします。キャンバスに初期設定の多角形が配置されます。角数を入力
することで三角形や五角形などを変更できます。

直線/曲線を挿入する
1. 編集画面の［図形］―［直線］をクリックします。
キャンバスに初期設定の直線/曲線が配置されます。
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1 図形を追加する 図形オブジェクトが追加できます。

2 色 線の色が選択できます。
単色またはグラデーションから選択しま
す。
単色：カラーパレット››

グラデーション：グラデーションパレット››

3 線種 直線の太さと種類が選択できます。

4 回転 オブジェクトを指定した角度に回転しま
す。

5 操作点 操作点を追加すると、操作点で線を曲げる
ことができるようになります。
操作点は自由に動かすことが可能です。
［＋新規追加］：操作点を追加します。

6 影 影の色、幅、方向が設定できます。
影の設定››

7 透明度 オブジェクトの透明度が指定できます。

8 オブジェクト名 オブジェクトに任意の名前をつけることが
できます。

9 印刷しない オブジェクトを印刷しないように設定しま
す。

10 ロック オブジェクトの移動/編集ができない状態に
します。

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-5）
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2. 直線/曲線オブジェクトをクリックし、デザインを編集します。



2. マウスのカーソルが＋の状態でマウスをドラッグすると自由に線を描くことができます。
ドラッグをやめると線を図形として編集できるようになります。

3. 手書き図形をクリックし、デザインを編集します。

1 図形を追加する 図形オブジェクトが追加できます。

2 色 線の色が選択できます。
単色またはグラデーションから選択しま
す。
単色：カラーパレット››

グラデーション：グラデーションパレット››

3 線種 直線の太さと種類が選択できます。

4 回転 オブジェクトを指定した角度に回転しま
す。

5 影 影の色、幅、方向が設定できます。 影の設
定››

6 透明度 オブジェクトの透明度が指定できます。

7 オブジェクト名 オブジェクトに任意の名前をつけることが
できます。

8 印刷しない オブジェクトを印刷しないように設定しま
す。

9 ロック オブジェクトの移動/編集ができない状態に
します。
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（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-4）

（オブジェクトの挿入・編集-5）

手書き図形を挿入する
1. 編集画面の［図形］―［手書き］をクリックします。

［、は合場いたし加追をトクェジブオ形図 図形を追加する］をクリックします。
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4. オブジェクトの挿入・編集
バーコードの挿入・編集

QRコード/バーコード編集画面では、QRコードとバーコードが挿入できます。

QRコードを挿入する
［、しクッリクをンタボドーコの面画集編 .1 QRコード］をクリックします。

キャンバスに初期設定のQRコードが配置されます。

2. QR にアリエ」ターデ「、しクッリクをドーコ URLなどコードの値を入力します。



1 QRコードを追加する QRコードが追加できます。

2 データ QRコードに変換したい値・URLなどを入
力します。

3 サイズ サイズの変更方法（自動/手動）を選択しま
す。

4 透明度 QRコードの透明度を指定します。
※コードの色が薄いと読みとりできない場
合があります。

5 オブジェクト名 QRコードオブジェクトに任意の名前をつけ
ることができます。

6 印刷しない QRコードを印刷しないように設定します。

7 ロック QRコードの移動/編集ができない状態にし
ます。

バーコードを挿入する
。すましクッリクを］ドーコーバ［、しクッリクをンタボドーコの面画集編 .1

キャンバスに初期設定のバーコードが配置されます。

2. バーコードをクリックし、データエリアに正しい数値を入力します。
（はじめはダミーの数値が入っています。）
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3. QRコードを編集します。



1 バーコードを追加する バーコードを追加します。

2 データ バーコードの値が入力できます。

3 種類 バーコードの種類が選択できます。

4 文字表示 バーコードの下部にコードの数字を表示す
るか選択できます。

5 サイズ バーコードの高さと幅を選択します。

6 クワイエットゾーン コードを読み取るのに必要なコード前後の
空白部分（＝クワイエットゾーン）のあり/
なしを選択できます。

7 透明度 バーコードの透明度を指定します。
※コードの色が薄いと読みとりできない場
合があります。

8 オブジェクト名 バーコードオブジェクトに任意の名前をつ
けることができます。

9 印刷しない バーコードを印刷しないように設定しま
す。

10 ロック バーコードの移動/編集ができない状態にし
ます。
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3. バーコードを編集します。
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5. 基本的なコマンド
進む・戻る

進む・戻る
［ひとつ戻す］ボタンをクリックすると、一つ前の作業に戻ることができます。
［ひとつ進む］ボタンをクリックすると、取り消した編集操作をひとつ先の作業に進むことができます。
たとえば、レイアウト画面でラベルを展開して、その後編集画面で［戻る］ボタンをクリックすると、
ラベル展開した作業が取り消されます。

★ワンポイント
［ひとつ進む］ボタン/［ひとつ戻す］ボタンをクリックすると、
どの画面の操作を戻すのか/進むのかがポップアップ画面に表示されます。
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5. 基本的なコマンド
オブジェクトを削除する・切り取り・コピー・貼り付け

オブジェクトを削除する

選択したオブジェクトが削除されます。
※オブジェクトをクリックした後、キーボードの［DEL］キーを押して削除することもできます。

削除したいオブジェクトをクリックします。1

次に［削除］ボタンをクリックします。2



選択したオブジェクトが切り取られます。
※オブジェクトをクリックした後、キーボードの［CTRL］+［X］キーを押して切り取ることもできます。

★ワンポイント
削除と切り取りの違い・・・切り取るとそのオブジェクトをコピーしてから取り除く状態となり、
切り取ったオブジェクトを貼り付けることができるようになります。削除の場合はコピーされませ
ん。

切り取りたいオブジェクトをクリックします。1

次に［切り取り］ボタンをクリックします。2

オブジェクトを切り取る
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コピーまたは切り取ったオブジェクトが貼り付けられます。
※オブジェクトをコピーまたは切り取った後、キーボードの［CTRL］+［V］キーを押して貼り付けることもできます。

貼り付けたいオブジェクトをコピーまたは切り取ります。
（オブジェクトを切り取る››） （オブジェクトをコピーする››）

1

［貼り付け］ボタンをクリックします。2

オブジェクトを貼り付ける

オブジェクトをコピーする

選択したオブジェクトがコピーされます。
※オブジェクトをクリックした後、キーボードの［CTRL］+［C］キーを押してコピーすることもできます。

コピーしたいオブジェクトをクリックします。1

次に［コピーボタン］をクリックします。2
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5. 基本的なコマンド
オブジェクトの複数選択・全選択

オブジェクトをまとめて選択する
全選択ボタンをクリックします。

キャンバスに配置されたすべての文字や図形などのオブジェクトをまとめて選択することができます。

★ワンポイント
複数選択・・・Shiftキーを押しながら各オブジェクトをクリックすると、
複数のオブジェクトを同時に選択することができます。
また、選択したいオブジェクトを含む範囲をまとめてドラッグしても、複数選択ができます。

基本的なコマンド-5
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5. 基本的なコマンド
オブジェクトの移動・整列・順序の変更・グループ化・ロック

オブジェクトを移動する
移動したいオブジェクトをドラッグします。



水平方向中央に整列：横方向の中央のオブジェクトに合わせて整列します。2

水平方向右に整列：一番右のオブジェクトに合わせて整列します。3

水平方向上に整列：一番上のオブジェクトに合わせて整列します。4

垂直方向中央に整列：縦方向中央のオブジェクトに合わせて整列します。5

垂直方向下に整列：一番下のオブジェクトに合わせて整列します。6

垂直方向等間隔に整列：縦方向の等間隔に整列します。7

水平方向等間隔に整列：横方向の等間隔に整列します。8

オブジェクトを整列させる
整列させたい複数のオブジェクトを選択した状態で、整列ボタンをクリックします。

水平方向左に整列：一番左のオブジェクトに合わせて整列します。1
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グループ化されたオブジェクトを選択してもう一度グループボタンをクリックすると、グループ化が解除されます。

グループ化したい複数のオブジェクトを選択状態にします。1

グループボタンをクリックします。2

オブジェクトをグループ化する

オブジェクトの重ね順を入れ替える

重ね順を変更したいオブジェクトをクリックします。1

順序ボタンをクリックして、重ね順を選びます。2
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オブジェクトをロックする

ロックされたオブジェクトを選択してもう一度ロックボタンをクリックすると、ロックが解除されます。

ロックしたいオブジェクトを選択します。1

ロックボタンをクリックします。
オブジェクトがロックされ、編集や移動ができない状態になります。

2
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5. 基本的なコマンド
オブジェクトに名前をつける・オブジェクトリストで管理する

オブジェクトに名前をつける
オブジェクトに名前をつけることで編集しやすくなったり、間違いを防ぎやすくなったりします。
ここでは名刺用紙を使って説明します。

※文字だけでなく画像も同じく設定可能です。

名刺用紙の会社名をクリックします。文字編集画面が表示されます。1

文字編集エリアの一番下にあるオブジェクト名エリアに「会社名」と記入します。2

画面右下のオブジェクトリストをクリックします。
オブジェクトリストが表示され、先ほど名前をつけたオブジェクト名（会社名）が表示されます。

3



オブジェクトリストから設定する/特定のオブジェクトを印刷しない
目印のための線や、お客様のコメントなど、印刷したくないオブジェクトには
「印刷しない」をチェックします。
印刷時、チェックを入れたオブジェクトは印刷されません。

オブジェクトリストから設定する/オブジェクトをロックする
。すましクッェチを」クッロ「、はにるすにうよいなれさ更変てっ誤に時集編

オブジェクトがロックされ、編集も移動もできなくなります。
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オブジェクトリストから設定する/順序を変更する
オブジェクトをドラッグすることで、簡単に順序を入れ替えることができます。
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レイアウト画面では、編集したラベルのコピーや展開・削除をボタン1つで行うことができます。

ラベルをコピー/ペーストする
ラベルを1つずつコピー/ペーストできます。

コピーするラベルをクリックします。1

コピーボタンをクリックします。2

6. ラベルのコピー・展開・削除
ラベルのコピー・展開・削除

ラベルのコピー・展開・削除-1



★ワンポイント
まとめてコピー＆ペーストするときは、［縦1列］［横1列］［用紙全体］ボタンが便利です。選択
中のラベルをまとめて貼り付けることができます。

※コピーしたラベルではなく、現在選択中のラベルがペーストされますのでご注意ください。

ラベルを削除する

削除したいラベルをクリックします。1

ラベルを削除エリアの［選択ラベル］をクリックします。
。すましクッリクを］ルベラ全［、はきといたし除削てめとまをルベラの体全ジーペ

2

ラベルのコピー・展開・削除-2

ペーストしたいラベルをクリックします。1

ペーストボタンをクリックします。
コピー内容がペーストされます。

2



6. ラベルのコピー・展開・削除

全体デザイン・個別デザイン

ラベルのコピー・展開・削除-3

ラベルの種類によっては、ラベル別に編集するか、用紙全体で編集するかが選べます。
ここではDVDラベル「EDT-SDVDT1」を使って説明します。

ラベル別に編集する
1. 用紙選択画面で EDT-SDVDT1と入力して用紙を検索し［  この用紙で作成スタート］をクリックします。

2. ウィンドウが開きますので、ラベル別 ［、し択選を  作成スタート］をクリックします。

※全体・個別デザインに対応していない用紙には選択アイコン/ウィンドウは表示されません。



［、はにるす認確をトウアイレの体全紙用  をクリックします。
ラベル別編集を選択した場合、キャンバスからはみ出した部分のオブジェクトは印刷されません。
キャンバス内の部分だけが印刷されます。

キャンバスからはみ出したオブジェクトについて
ここでは、画像素材からハリネズミの画像オブジェクトを配置しました。
オブジェクトの右と下がキャンバスからはみ出た形になっています。

ラベルのコピー・展開・削除-4



用紙全体を編集する
1. 用紙選択画面で EDT-SDVDT1と入力して用紙を検索し［  この用紙で作成スタート］をクリックします。

2. ウィンドウが開きますので、用紙全体 ［、し択選を  作成スタート］をクリックします。

※全体・個別デザインに対応していない用紙には選択アイコン/ウィンドウは表示されません。
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［、はにるす認確をトウアイレの体全紙用  レイアウト画面に戻る］をクリックします。
下は背表紙のラベル部分に掛かっていますが、全体編集の場合はこのまま印刷されます。
各ラベルをまたいだオブジェクトの配置ができます。

キャンバスからはみ出したオブジェクトについて
ここでは、画像素材からハリネズミの画像オブジェクトを配置しました。
オブジェクトの右がキャンバスからはみ出た形になっています。

ラベルのコピー・展開・削除-6
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6. ラベルのコピー・展開・削除
ページを追加する

ページを追加して、まとめて印刷することができます。
複数シートを編集するには、レイアウト画面でページを追加します。

ページを追加する
。すましクッリクを］加追ジーペ+［、で面画トウアイレ .1

現在のページの次に1ページ追加され、ページ表示が「1/2」になります。
この数字は、現在表示しているシートが何ページ目かを表しています。



ページを削除する

現在表示されているページが1ページ削除されます。
※1度削除したページは戻すことができません。

2. 前後のページに移動するには、＜／＞ボタンをクリックします。
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7. 保存・印刷・PDF
保存・開く

ファイルを保存する
データを保存します。
※データはこまめに保存することをおすすめします。

★ワンポイント
一度保存したデータの場合、保存ボタンをクリックすることで上書き保存されます。

★ワンポイント
保存や印刷機能を使いやすくするための補助ソフトウェアのインストールをおすすめします。
補助ソフトウェアをインストールすると、次の操作ができるようになります。
・印刷の際に用紙サイズなどの情報を適切に送信し、プリンタードライバーで再設定する項目を減ら
すことができます。
・編集ファイルの保存の際に保存フォルダーを指定できます。

インストール方法
Windowsの方はこちら
Macの方はこちら

編集画面の保存ボタンをクリックします。1

操作選択画面で［保存］をクリックします。2

保存ダイアログで、任意の名前をつけて保存します。
保存したファイルの拡張子は .rp になります。

3

（らくプリの準備-１）
（らくプリの準備-3）



2. ファイルを開くダイアログで保存しておいたファイル（拡張子は.rp3です）を選択し、
［開く］ボタンをクリックします。

ファイルが開き、編集することができるようになります。

ファイルを開く
作成済ファイルを開きます。
1. トップ画面または［未使用］タブクリック時に表示されるラベル選択画面で［ファイルを開く］をクリックします。

保存・印刷・PDF-2
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7. 保存・印刷・PDF
印刷の設定

印刷画面を開く
。すましクッリクをンタボ刷印の］面画トウアイレ［/］面画集編［.1

。すましクッリクを］るす刷印［、い行を定設の刷印 .2

※ブラウザ版のSafariでは印刷に対応しておりませんので、印刷するボタンはありません。
〔PDFに書き出し〕ボタンをクリックし、PDFファイルに変換して保存し、Adobe Acrobat Reader DCなどの
PDF専用ソフトからの印刷を行ってください。



1 印刷イメージ 印刷した際のイメージが表示されます。

2 印刷ラベル面 全ラベルを印刷するか、指定したラベルだけ印刷するかを選択できます。
ラベルを指定する場合は、上のサムネールをクリックします。

3  印刷ページの指定 複数ページある場合、全ページ印刷するか、指定したページを印刷する
か、範囲を指定して印刷するかを選択できます。

4 印刷部数 何部印刷するかを指定できます。

5 印刷位置調整 印刷した結果、印刷位置がずれている場合、印刷位置を調整することがで
きます。
※上に上げる場合は、2mm、下に下げる場合は－2mmのように指定して
ください。
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印刷の設定



1 ラベル枠線の印刷 テスト印刷を行うときにチェックすると便利です。
ラベルの枠線が印刷され、印刷位置のズレが確認しやすくなります。
本番印刷ではチェックを外します。

2 用紙柄の印刷 テスト印刷を行うときにチェックすると便利です。商品にあらかじめ印刷
されている柄が印刷され、印刷位置のズレが確認しやすくなります。本番
印刷ではチェックを外します。
（柄のない用紙の場合、選択できません。）

3  枠の外側まで印刷
（塗りたし印刷）

ラベルやカードの印刷枠の外側まで印刷するかどうかが選択できます。
（用紙によっては選択できません。）

4 左右反転 左右を反転して印刷するかどうかが選択できます。
アイロン熱転写シートなど、左右反転が必要な商品の場合、
チェックします。

5 印刷時に設定を確認 印刷を開始する前に設定内容を確認することができます。

［、し認確。すま出がグロアイダるす関に刷印トステ .3 OK］をクリックします。

印刷のオプション
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5. ご利用のプリンター設定画面が表示されますので、サイズや印字品質の設定を行い、印刷します。

印刷設定について
らくちんプリントから印刷する際は、プリンターごとに用紙の設定が必要です。
［印刷する］をクリックした後に表示されるプリンターの用紙設定画面で用紙設定を行ってください。
（設定方法はプリンターによって異なります。設定方法の詳細は、お使いのプリンターの取扱説明書をご覧いただ
くか、プリンターメーカーにお問い合わせください。）

Firefoxをお使いの方へ
保存や印刷機能を使いやすくするための補助ソフトウェアのインストールをおすすめします。
補助ソフトウェアをインストールすると、次の操作ができるようになります。
・印刷の際に用紙サイズなどの情報を適切に送信し、プリンタードライバーで再設定する項目を減らすことができ
ます。
・編集ファイルの保存の際に保存フォルダーを指定できます。

保存・印刷・PDF-6

4. 印刷画面の設定を行います。



推奨容量に達したら、再度印刷を行ってください。

PDFファイルで保存する
プリンターへの印刷ではなく、PDFファイルの作成と保存を行うには、手順3で［PDFに書き出し］をクリックしま
す。らくちんプリントから直接印刷する際に、ズレが発生する場合も、PDFファイルを保存し、PDFファイル専用の
ソフトからの印刷をお試しください。
（Adobe Acrobat Reader DCの利用を推奨しています。）

編集ファイルのサイズが大きすぎる場合
作成したラベル情報に高解像度の写真をたくさん使用したり、お使いのパソコン上で他のソフトを同時に
いくつも使用したりしている環境では、らくちんプリントで印刷処理ができない状態になることがあります。

このような警告文章が表示された場合は、編集画面に戻り、 アプリが推奨する容量まで画像を削除し、
再度印刷をお試しください。このページの例は、30．7MBが推奨サイズであるのに対し、現在のファイルサイズが
300.6MBあり、容量を超過しています。

容量ボタンをクリックすると、現在のファイルの容量を確認できます。
印刷時の推奨容量と見比べながら、ファイルの削除をお試しください。
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7. 保存・印刷・PDF
両面印刷の方法

両面印刷をする場合、裏面と表面を別々に作成して印刷します。
ここでは喪中はがき「EJH-MH100」を使って説明します。

用紙を検索し、用紙面を選択する
1. 用紙選択画面で「EJH-MH100 ［、し索検を紙用てし力入と」 この用紙で作成スタート］をクリックします。

［、でのすまき開がウドンィウ、合場の紙用たし応対に刷印面両 2 作成スタート］をクリックします。
ここでは「表」を選択します。

※両面印刷に対応していない用紙には編集面選択画面は表示されません。



編集が完了したら、印刷を行います。
ファイルは保存しておきましょう。
続いて、裏面のデータを作成します。

★ワンポイント
「未使用」用紙選択タブをクリックすると、表面と裏面のデータを同時に作成することができま
す。

表面のデータを作成し、印刷する
表面のデータを作成します。
郵便番号や住所を入力します。
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裏面のデータを作成し、印刷する
1. 用紙選択画面で「EJH-MH100 ［、し索検を紙用てし力入と」 この用紙で作成スタート］をクリックします。

［、し択選を」裏「でウドンィウ .2 作成スタート］をクリックします。

3. 裏面のデータを作成します。
文字を入力し、編集が完了したら、印刷を行います。

裏面のデータを作成し、印刷する
1. 用紙選択画面で「EJH-MH100 ［、し索検を紙用てし力入と」 この用紙で作成スタート］をクリックします。

［、し択選を」裏「でウドンィウ .2 作成スタート］をクリックします。

3. 裏面のデータを作成します。
文字を入力し、編集が完了したら、印刷を行います。
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7. 保存・印刷・PDF
PDF出力

らくちんプリントから直接印刷する際に、ズレが発生する場合は、PDFファイルを保存し、
ファイル専用のソフトからの印刷をお試しください。
（Adobe Acrobat Reader DCの利用を推奨しています。）

。すましクッリクをンタボ刷印の］面画トウアイレ［/］面画集編［.1

［、い行を定設の刷印 .2 PDFに書き出し］をクリックします。
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8. 差し込み印刷の方法
差し込み印刷の流れ

☆差し込み印刷を実行すると差し込み前には戻れません。
差し込み印刷を実行する前にデータを保存することをおすすめします。

差し込み印刷とは、郵便番号、住所、名前などがそれぞれ異なるラベルやハガキを一括して印刷できる機能です。
CSVファイルで作成した名簿データを取り込んで、1枚ごとに異なる内容のラベルが作成できます。差し込み印刷
を行う場合、まずは元となるラベルやカードのデータを作る必要があります。

差し込み印刷の大まかな流れ
1.差し込みたいリストデータをExcelなどで作り、CSV形式でファイルを保存。

2.らくちんプリント3.0でラベルの基本データを作成し、CSVファイルと連動させる。

3. 完成したデータを印刷する

差し込み印刷の詳しい説明

差し込みデータ（リストデータ）を作成する

Excelなどの表計算ソフトで差し込むデータを作成します。
差し込みは、CSVファイル（コンマ区切りファイル）が対応しています。
（CSVファイルは、Excelで保存する際に形式を指定して作成することができます）

また、以下の様な情報が含まれるファイルは読み込むことができません。ファイル作成の際にご注意ください。
ルイァフるれま含にルセが」%「」）マンカ（,「・

・日付、日時、会計、通貨、指数表記（4E+など）の書式設定しセルが含まれているファイル
・ピボットテーブルが含まれるファイル
・一行目（見出しの行）に空白が含まれるファイル
・別のブックを参照するセルが含まれるファイル



差し込み印刷の方法-2



リストデータの作成をExcel等で行うときは、必ず一番左上のセルから入力を開始しましょう。
み込し差とくおてし力入をし出見に風ういと」号番席出「」名徒生「」名スラク「にうよのルプンサの左は目行1、たま

時に便利です。

元となるラベルやカードのデータを作る
。すまし成作をルベラたれさ置配がつ3の」号番席出「」名徒生「」名スラク「は回今

まずは、元となるラベルを1枚だけ作成します。
今回は、ラベルの「EDT-KNM7」を使って説明します。

★ワンポイント
差し込み印刷は、文字オブジェクトだけが対応しています。

1. 用紙選択画面で「EDT-KNM7」と入力して用紙を検索し［ この用紙で作成スタート］をクリックします。
［、し択選をルベラの上左で面画トウアイレ .2 このラベルで作成スタート］をクリックします。

3. 文字を編集します。
編集画面の文字ボタンをクリックすると、キャンバスに表示されたラベル面に文字が新しく追加されます。

差し込み印刷の方法-3

★差し込みCSVデータ（リストデータ）の作り方が分からない方
リストデータの見本ファイルがダウンロードできます。差し込み画面にある「見本ファイル取得」ボタンをクリックし
てください。



たま。すまきで更変が字文とるすクッリクルブダを分部るいてれさ示表と」力入字文「。すまし更変を容内の字文 .4
は、左上の文章入力エリアをクリックして文字を変更することができます。ここでは「いちご組」と入力しました。

［、は合場いたし加追をトクェジブオ字文 テキストを追加する］をクリックします。
。たしまし力入と」100「を」号番席出「、」郎太 ムコレエ「を」名徒生「はでここ

文字のサイズや、色、位置を調整してラベルが完成です。

★ワンポイント
元となるラベルカードでは、一番文字数の多いデータを入力しておくと、後ほどデータを差し込み
した場合に、デザインの崩れ（文字が枠をはみ出すなど）を抑えることができます。

差し込み印刷の方法-4



データの差し込みを行う
1. 文字編集画面で［差し込み］タブをクリックします。

。すましクッリクを］く開をルイァフ［でウドンィウ」択選のトスリみ込し差「.2
※［見本ファイルを取得］をクリックすると、見本ファイルから新規の名簿・リストが作成できます。

差し込み印刷の方法-5



5. 次にCSVリストデータが緑色に点滅します。先程選択した文字オブジェクトに該当するリストデータを選択し
ます。

差し込み印刷の方法-6

3. 保存してある差し込みCSVデータ（リストデータ）を選びます。
差し込み画面が開き、CSVデータが取り込まれます。

4. ラベルに配置した文字オブジェクトがオレンジ色に点滅します。
その中から文字オブジェクトを1か所選択します。



※「すべてチェック」をチェックすると、選択した名簿・リストすべてが選択状態になります。
※「1行目を見出しにする」をチェックすると、リストの1行目が見出しとして配置されます。

7 確認画面で［ OK］をクリックします。

差し込み印刷の方法-7

差し込みデータが配置されます。
レイアウト画面に戻ると、差し込みされたデータが確認できます。
調整・修正したいラベルをクリックして、個別に編集が可能です。

［、てし択選てべすをトスリむ込し差、し返り繰を5順手と4順手 .6 差し込み実行］をクリックします。



ラベルを印刷する
1. 印刷ボタンをクリックします。

2. 印刷設定画面で［印刷する］をクリックします。

差し込み印刷の方法-8



最新情報の更新する［ダウンロード版のみ］-1

9. 最新情報の更新する［ダウンロード版のみ］
用紙情報を更新する［ダウンロード版のみ］

作成したい用紙の型番が見つからない場合は、用紙選択画面で［ データ更新］をクリックします。
※らくちんプリント3.0ブラウザ版では常に最新の情報が表示されますので、上記の操作は必要ありません。
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9. 最新情報の更新する［ダウンロード版のみ］
素材情報を更新する［ダウンロード版のみ］

素材のデータは、初回ご利用時はダウンロードされていない状態です。
お使いの際に、素材および用紙情報の［ 更新］ボタンをクリックすると、画像がダウンロードされ、
使用できる状態になります。新着素材などが表示されない場合も、素材および用紙情報の更新をお試しください。
※らくちんプリント3.0ブラウザ版では常に最新の情報が表示されるので、上記の操作は必要ありません。

［、でのすまれさ示表がウドンィウるめ求を可許のドーロンウダの材素、なうよの記下 OK］をクリックし、
ダウンロードを開始してください。

★ワンポイント
素材のダウンロードが必要なのは、ダウンロード版のみです。
ブラウザ版では必要ありません。

。すましクッリクを］材素像画用専番型［はたま］材素像画［―］像画［、しクッリクをンタボ像画の面画集編
キャンバスに「画像素材」画面が表示されます。
（型番専用素材は、その型番に適した形等になっている素材のことで、指定の型番のときにしか表示されませ
ん。専用素材が無い型番もあります。汎用画像はどんな型番でも自由に使える素材です。）

1

［ 素材を更新］をクリックします。初めて使用するときは、素材画像は表示されていない状態です。2
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10. インストールエラー対処法
インストールエラー対処法

Windows7の場合：

スンインアのムラグロプ［てい続、し択選を］ルネパルーロトンコ［、しクッリクをンタボ］トータス［ らかーバクスタ
ンア［、し択選を］3トンリプんちくら［、でのるれさ示表が覧一のムラグロプの中ルートスンイ。すまし択選を］ルート

インストール］の手順で選択します。

Windows8/8.1の場合：

ラグロプ［らか］ルネパルーロトンコ［てい続、し択選を］定設［、し動起をムーャチの端右面画らか面画プットクスデ
］3トンリプんちくら［、でのるれさ示表が覧一のムラグロプの中ルートスンイ。すまし択選を］ルートスンインアのム

。すまし択選で順手の］ルートスンインア［、し択選を

Windows10の場合：

タスクバーからウインドウズのアイコンをクリックし、一覧から［Windowsシステムツール］を選択し、続いて［コン
トロールパネル］から［プログラムのアンインストール］を選択します。インストール中のプログラムの一覧が表示さ

。すまし択選で順手の］ルートスンインア［、し択選を］3トンリプんちくら［、でのるれ

以下の手順で、いったん古いアプリをアンインストールし、再度インストールしてください。

ウィルス対策ソフトウェアがファイルをブロックしている可能性があります。ウィルス対策ソフトウェアを一時的に
無効にして、ファイルを開きます。ファイルでの作業が終わりしだい、ウィルス対策ソフトウェアを元通り有効にし
てください。

PCを再起動し、他のアプリケーションが起動していない状態で再度インストールしてください。

Windowsのコマンドプロンプトを右クリックして、コマンドプロンプトを管理者として実行します。
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